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余効変動の大規模有限要素シミュレーションを用いた断層すべり量とアセノフェア粘性率同時推定手
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Simultaneous Estimation of Fault Slip and Asthenosphere Viscosity Using Large Scale Finite
Element Simulation of Postseismic Deformation
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地殻変動データを用いた地震時・余効すべりの推定は，測地逆解析上重要な研究課題である．このような逆解
析は，入手可能な高分解能プレート形状データと同分解能の有限要素モデルを用いた，粘弾性変形の有限要素
シミュレーションを適用することで高度化することができると考えられる．著者らは，京コンピュータなどの
大規模計算機環境上で，このような高分解能有限要素モデル（以下高詳細モデル）を用いた大規模シ
ミュレーションを行うための手法を開発してきた．本研究では，シミュレーションに必要なアセノスフェアの
粘性率の設定が自明でないことを踏まえ，高詳細モデルを用いた，粘性率と断層すべり量の同時推定手法を開
発した．現在は人工観測データを用いた数値実験により開発した手法の有効性を検証している段階であ
る．Ichimura et al. (2013)の手法に基づき，東北地方および東北地方太平洋沖地震震源域を含む
2048x1536x850 kmの領域に高詳細モデルを生成した．プレート形状データとしては，JTOPO30 (2003)，Koketsu
et al. (2008)，CAMPモデル(Hashimoto et al. 2004)を用いた．高詳細モデルは現在のところプレート形状分
解能2kmで生成され，モデルの自由度は14億程度となっている．入力する断層すべりとして，Suzuki et al.
(2011)を基にした地震時すべりと，Yamagiwa et al. (2014)を参考に便宜的に設定した余効すべりを用い
た．地震発生から1.5年間の人工観測データをGEONET，GPS/A観測点， S-netの設置地点において生成した．逆
解析は有限要素解と観測データの差の二乗和からなる評価関数を，粘性率と断層すべり量について最小化する
ことにより行った．これは非線形最適化問題となるため，準ニュートン法とアジョイント法を組み合わせるこ
とにより少ない順解析数で最適化計算を行えるようにした．結果的に，京コンピュータの計算機の1/20を十数
時間占有する程度の計算資源で，最適解を得られるようになっている．現在の数値実験設定においては，良好
な推定結果を得ている．将来的には本手法の実観測データ解析や，観測点位置の評価などへの適用を考えてい
る．
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